
同位体からみた日本列島の食生態

日本列島における人間-自然相互関係の

歴史的・文化的検討
【古人骨班】

○米田穣（東大・新領域）

石丸恵利子（地球研）

陀安一郎（京大・CER）

片山一道（京大・理）

湯本貴和（地球研）

中野孝教（地球研）
兵藤不二夫（岡大・先端コア）
藤澤珠織（京大・理）
日下宗一郎（京大・理）
覚張隆史（東大・新領域）



古人骨班の研究目的・計画

●日本列島におけるヒトの食生態の復元

– 『賢明な利用』の実態と歴史的背景の解明

– 食生態の地域性に表れる『賢明な利用』の抽出

– 縄文・江戸・現代における地理的変動の比較

Ⅰ.古人骨・頭髪の炭素・窒素同位体分析

– 古人骨のコラーゲン抽出・測定@東大・地球研

– 現代人頭髪の測定@京大・地球研

Ⅱ.GISによる可視化

– 古人骨による時代変化・地域差の可視化

Ⅲ.マルチトレーサーによる移動復元
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C3植物

C4植物

シカ（関東縄文）

シカ（北海道）

イノシシ（関東縄文）

アシカ（北海道）

イルカ（北海道）

オットセイ（北海道）

魚類（現生）

サケ（現生）

貝類（現生）

淡水魚

C3植物 C4植物

海生貝類

海生哺乳類

草食動物

出典：
下條(1988)
Welch & Thomas(1993)
南(1995)
米田(未発表データ)

海生魚類淡水魚

サケ
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▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
◇森ノ宮（縄文後晩期：大阪）
◇津雲貝塚（縄文後晩期：岡山）
◇涼松貝塚（縄文後期：岡山）
■保地（縄文後期：長野）

●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生後期：読谷村）
●具志川城崖下（弥生・古墳）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

縄文時代後期
（4200～3300年前）

北海道

本州

琉球

海産物

珊瑚礁

水産物 + C3植物
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▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
◇森ノ宮（縄文後晩期：大阪）
◇津雲貝塚（縄文後晩期：岡山）
◇涼松貝塚（縄文後期：岡山）
■保地（縄文後期：長野）

●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生後期：読谷村）
●具志川城崖下（弥生・古墳）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

北海道・琉球諸島・本州には縄文時代には、
独自の食生態があった

海産物中心

珊瑚礁中心
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◆尻労安部（縄文：青森）
◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆里浜（縄文：宮城）
◆中沢浜（縄文）*
◆三貫寺（縄文：福島県）*

*南川（2002）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

下北半島の突端、尻労安部（青森）でも本州的な傾向
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C3植物

海生魚類

海生貝類

▲トマチン（縄文晩期～弥生：徳之島）
■広田（弥生・古墳：種子島）
■上浅川（弥生後期：種子島）
■田ノ脇（古墳：種子島）
●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生・古墳：読谷村）
●具志川城崖下（弥生後期：うるま市）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

沖縄（貝塚時代）

種子島広田遺跡
（弥生～古墳）
徳之島トマチン遺跡
（縄文晩期～弥生）
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◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類

海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物
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◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆里浜（縄文：宮城）
◆中沢浜（縄文）*
◆三貫寺（縄文：福島県）*

*南川（2002）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物
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◇津雲貝塚（縄文後晩期：岡山）
◇涼松貝塚（縄文後期：岡山）
◇森ノ宮（縄文後期：大阪）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

東北関東

中国・近畿

本州内での地域性・多様性



縄文後期集団と近世集団の多様性
考古学・歴史学・民俗学的知見との

比較検討が必要
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▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
◇森ノ宮（縄文後晩期：大阪）
◇津雲貝塚（縄文後晩期：岡山）
◇涼松貝塚（縄文後期：岡山）
■保地（縄文後期：長野）

●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生後期：読谷村）
●具志川城崖下（弥生・古墳）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物
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◆上野（青森）
◆隈無8(青森)
◆鷹巣坊沢（秋田）
◆里浜（宮城）
◇大日北（宮城）
◆八幡林(福島)
◆荒谷(岩手)
■安楽寺東(山梨)
◆釈迦堂(富山)
◆京町（福岡）
■塩川（山梨）
■米倉山B（山梨）
■上居沢尾根（長野）
■程久保（長野）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

本州・九州
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▲樺太アイヌ
▲千島アイヌ
▲内淵(北海道)
▲浜中2(北海道)
▲オヤコツ(北海道)
▲浜東栄（北海道）
▲虻田町(北海道)
▲末広（北海道）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

北海道

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

-24 -22 -20 -18 -16 -14 -12 -10 -8 -6 -4

d
13

C (PDB)

d
1

5 N
 (

A
IR

)

●伊祖の入め
　　　　御拝領墓（沖縄本島）
●ヤッチのガマ（沖縄久米島）
●メカル古墓
●ナカンダカリヤマ（那覇）
●潮原（与那国）
●アカフネ（宮古）
●トノシロ（石垣）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

琉球諸島
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◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
■保地（縄文後期：長野）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

本州（東北・関東）
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●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生後期：読谷村）
●具志川城崖下（弥生・古墳）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

沖縄（貝塚時代）
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▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

北海道

北海道 本州・九州 琉球諸島

縄文時代後期

江戸時代



現代人と縄文後期人の多様性の比較

現代日本人
◆北海道 34

◇本州・四国・九州 1,103

▲沖縄 18

縄文時代後期
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C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類
海生魚類

海生貝類

C3植物

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

-24 -22 -20 -18 -16 -14 -12 -10 -8 -6 -4

d
13

C (PDB)

d
1

5
N

 (
A

IR
)

▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
◇森ノ宮（縄文後晩期：大阪）
◇津雲貝塚（縄文後晩期：岡山）
◇涼松貝塚（縄文後期：岡山）
■保地（縄文後期：長野）

●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生後期：読谷村）
●具志川城崖下（弥生・古墳）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

C4植物

陸上哺乳類

雑食淡水魚

肉食淡水魚

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物



髪の毛サンプリング配布資料

個人を特定する情報の記
入はない



全県配付済

緑色 ： ２０サンプル以上
青色 ： １０～１９サンプル
赤色 ： ９サンプル以下

赤色…少しは回収の可能性有

残り分析数：100点程度か？

ほぼ終了！！
→→→ 残すは、解析・図化

髪の毛サンプリングの
集計・分析状況

サンプル集計数
1236点

男：413 女：585
(丌明：3）＊２００８年度以降



動物遺存体の資料収集
と分析状況

日本列島各地域の縄文時
代の遺跡の資料収集

魚類：
主にマダイ、クロダイ属、
スズキ

哺乳類：
イノシシ、ニホンジカ

赤色 ： 既に終了
青色 ： 今後可能であれば…



図● 縄文時時代・近世・現代の魚の炭素・窒素同位体比
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４．GIS上で、RGB色のポイントを
表示させる

• 縄文人骨コラーゲン

• 青色な遺跡ほど

海産物依存

去年にクリギングしたｄ１５Nのみ
の図



縄文時代人骨の食性マップ

縄文人骨コラーゲンの同位体比



江戸時代人骨の食性マップ

江戸人骨コラーゲンの同位体比



現代人毛髪の同位体比

現代人の食性マップ



現代人：関西と関東



植物のストロンチウ同位体比（87Sr/86Sr）分布

0.7040

0.7050

0.7060

0.7070

0.7080

0.7090

0.7100

0.7110

0.7120

0.7130

0.7140

第1列

Group1

第2列

Group2

第3列 第4列

植物

第5列

土壌

第6列

河川

第7列

イヌ・ネコ

第8列

ウシ

第9列

ヒト

第10列

イルカ

箱ひげ図--１因子３群以上（中央値/四分位/範囲）

0.7040

0.7050

0.7060

0.7070

0.7080

0.7090

0.7100

0.7110

0.7120

0.7130

0.7140

第1列

御崎

第2列

与那国

第3列

野田

第4列

今帰仁

第5列

船橋

第6列

由比ヶ浜

第7列

大師

第8列

二本

第9列

上野

第10列

下東西

第11列

三ッ寺

第12列

松原

第13列

屋代

第14列

博多

箱ひげ図--１因子３群以上（中央値/四分位/範囲）

0.7040

0.7050

0.7060

0.7070

0.7080

0.7090

0.7100

0.7110

0.7120

0.7130

0.7140

第1列

御崎

第2列

与那国

第3列

野田

第4列

今帰仁

第5列

船橋

第6列

由比ヶ浜

第7列

大師

第8列

二本

第9列

上野

第10列

下東西

第11列

三ッ寺

第12列

松原

第13列

屋代

第14列

博多

箱ひげ図--１因子３群以上（中央値/四分位/範囲）

海水の値土壌

河川
植物

ヒト イルカ

ウマ

8
7
S

r/
8
6
S

r

鎌倉市周辺域



エナメル質の酸素同位体比と緯度の相関関係
与那国島
（沖縄）

今帰仁城跡
（沖縄）
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エナメル質の酸素同位体比とストロンチウム同位体比



今後の活動

• 古人骨の分析データを増やす
⇒ 西日本の縄文人骨・北と南の境界領域

• 日本列島全県での頭髪のサンプリング

⇒ 分析修了・センサスとの比較・解析

• よりよいＧＩＳマップの図示へ
⇒ 列島シリーズ本の第１巻での成果発表に

• マルチトレーサー（酸素・Sr）による移動復元

⇒ ケーススタディの実施

• 出土動物遺存体の様相と同位体分析値との比較


